
神経難病(パーキンソン病)の人たちを中心とした集いの場

No. 260
2026年6月1日発行あけびだより

認定・特定非営利活動法人あけび
672-8064

姫路市飾磨区細江473-10

認定・NPO法人あけび 事務所

TEL 079-262-6702 FAX 079-262-6703

Mail:day@akebi.or.jp

グループリビングあけびの里

TEL 079-262-6707 FAX 079-262-6703

訪問介護ステーションあけび

TEL 079-262-6702 FAX 079-262-6703

Mail: akebi-herupa@akebi.or.jp

通所介護デイサービスあけびの実
〒670-0804 姫路市保城363番地の3

TEL079-280-6931 FAX079-280-6932

Mail: akebi-no-mi@akebi.or.jp

通所介護デイサービスあけびの輪
〒670-0952 姫路市南条1丁目101-1

TEL079-284-0055 FAX079-284-0056

Mail: akebi-no-wa@akebi.or.jp

URL http://www.akebi.or.jp/

認定・特定非営利活動法人あけび 訪問看護ステーションあけび

〒672-8064 姫路市飾磨区細江473-15

TEL 079-262-6708 FAX 079-240-6765

Mail: houkan@akebi.or.jp

リハビリデイサービスあけび

〒670-0047 姫路市花影町4丁目9
クラウンズビラ花影1F

TEL079-290-5184 FAX079-290-5188

Mail:akebi-reh-day@akebi.or.jp

今年度のテーマは

「相手から学ばせてもらう」を真ん中に寄り添える組織つくりを！！

2026年5月24日に開催いたしました、2025年度通常総会は滞りなく終了いたしました。

事業報告・決算・新年度の事業計画・予算案が承認されたことをご報告いたします。

また昨年は、代表理事の交代で皆様にご心配をおかけしましたが、あけびにご尽力いただい

ている皆様のおかげで、無事一年経過できました。ここに深く感謝申し上げます。

2025年は「転換期を迎えた神経難病の患者をどう支えるか」というテーマでした。

里別館とリハビリディサービスの2つの事業所を開所し、リハビリディサービスに関しては「あ

けびの息吹を吹き込む」事の難しさを感じ、一年経過し、ようやく方向性が固まった感じです。

あけびの里は重度化が予想以上に加速し対応に追われています。

人材不足は深刻で、高齢社会により、働き手は年々減少傾向であけびでも人材確保は運営の

大きな課題です。

2026年度は、あけび20年以上の経験と組織力をもとに、更に多くの人の力になれるように、

また、そのお手伝いをしてくれる仲間を増やせるように情報発信に力を入れていきたいと思い

ます。

「あけび」は日々進歩出来ています。市民講座等を企画し「あけび」の活動とその実力をより

多くの方に知ってもらえる機会をもちたいと思っています。

引き続き「相手から学ばせてもらってる」という姿勢を大切に、

寄り添える組織を目指します。

（鈴木 美代子）

令和8年6月

絵画教室

市川伸一 氏
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■個別の機能訓練や体操はもちろん、

楽しく体を動かす事が出来るような

ゲームに取り組んでおります。

輪投げは単なるレクリエーションで

はなく、身体機能の向上や脳の活性

化（認知症予防など）に優れた効果

がある健康・脳活ゲームです。

♪外出～お出掛け

名古山へつつじ見学にお出かけしました。お天気にも恵

まれ心地の良い風が吹き気分転換になりました。帰りは

もちろんマックでドライブスルー！！

※あけびの輪と交流会

久しぶりに【あけびの輪】との交流会、

土曜日メンバーと職員十数名で遊びに

来てくれました。まずは自己紹介から

スタート～リハビリも兼ねたおじゃみ

遊び、皆さん童心に返ったような笑顔

で挑戦♪もちろん職員も参加し大笑い

の楽しいひとときでした。

♪お誕生会

今月は新しいレクに挑戦！名前記憶ゲームやみんな

で息を合わせハラハラドキドキ、明るい声が聞こえ

賑やかで楽しい時間となりました。

♪ライブ

２回目【アキさん】と

初参加の【こねこさん】

の登場です。「上を向

いて歩こう」の替え歌

であけびの実にぴった

りな歌詞を披露して下

さり大盛り上がりでした。始めは声が出に

くかった方も後半は笑顔でとても大きな声

が出せるようになりました。

♪前を向～いて歩こーーう 涙がーこぼれー

たって いいじゃーないか・・中略・・

ひとーりーぼっちじゃなかった あ・け・

び・の・実～♪（皆で最後マルを作って）

♪書道・、絵画・フラワーアレ

ンジメント・囲碁教室など多く

のボランティアさんに毎月お越

しいただいています。

ありがとうございます。

■温熱療法は手を温める事から始

まります。血行促進による冷えやコ

リの改善・自立神経を整えてリッラ

クスする効果、加えて、脳の活性化

など心身に多くのメリットをもたら

せます■温熱療法の足上げ運動は、

脚力の維持のみならず、筋の固縮を

防ぎ動きをスムーズします。
■1日の締め括りは回

想カラオケ。

カラオケは、視覚とリ

ズム処理・記憶の呼び

出し・実行機能の向上・

回想による記憶の刺激・

発生・有酸素運動など、

様々効果があります。



★名古山のつつじ見学にお出か

けしました。山全体がつつじで

覆われており、思わず感嘆の声

が上がりました

★５月の誕生会は、和笛の篠笛グルー

プ“カント”さんによる演奏で祝って頂

きました。

懐かしく素朴な音色に皆さんうっとり。

知っている曲は口ずさんでおられました。

★４月誕生会は“アラカルト”さんの

ヴァイオリン＆ピアノの演奏会でした。

ヴァイオリン演奏をこんな近くで聴ける

貴重な機会。とても感動しました！

★あけびの実に遊びに行き

ました。皆さんで自己紹介をし、

ゲームを楽しんだり、一緒にお

茶をして親睦を深めました。同

じ神経難病の患者さん同士、す

ぐに打ちとけ和気あいあいと楽

しかったですね！

★月に１度のボラ

ンティアさんによる

ハンドマッサージ。

血流改善・リラック

ス・疲労回復・睡眠

の質向上・脳の活性

化など、多くの健康

効果が期待できます。

★今月の壁画は、ツバメ

と花菖蒲・紫陽花の貼り絵

です。俳句は、大西美弥子

さんです。

★お隣の公園へ散歩に行きました。

藤棚を見上げればショート丈の藤の

花が咲き、足元にはクローバーが一

面に広がっています。少女の頃に戻っ

て四つ葉を探されました

■みんなで外出して楽しんできました。

うどんを食べてお腹がいっぱいになった後、ちょっ

と遠出して「瀬戸内シーサイド・ドライブ」へ、

レッツゴー。

たつの市御津町の『道の駅みつ』に到着して、瀬

戸内の絶景を目の前に、全員で体操をしました。

清々しい気持ちと共に、「潮の香」を久々に味わ

う事が出来ました。

そして、【みんなが幸せに鳴る鐘】の前でハイ!チー

ズ。記念の1枚。

その後も『はりまシーサイドロード』を西へと進

み、相生市の【万葉岬】へ。

ここからは、小豆島・家島諸島を含めて瀬戸内海

が一望出来る絶景ポイント。

天気も最高！ 景色も最高！ みんなと一緒なの

で更に最高！ の1日でした。



の里

パーキンソン病友の会 姫路ブロック

＊6月患者・家族交流会
［日時］6月21日(日)13：00～15：30

［場所］あけびの実

［会費］1家族 500円

［連絡先］℡280－6935

FAX280-6932

＊「卓球クラブ」6月～9月予定

：体育館、使用の為デイサービスからの

参加はありません。4カ月休みです。

6月 2・９・16・23・30日(火)
15：00～17：00

場所：ルネス花北体育館
持物：上靴・ラケット

連絡先（２８０－６９３１）

秋に開催される卓球バレー大会に姫路からも

数名エントリーしており、何もわからないまま

ですが、ルールブック片手にまずは台をセッティ

ングするところから、この日は始めました。

患者も家族も全員で卓球台を囲み、時間も忘れ

て皆ハッスルされました！

こんな仲間がいるって素晴らしい！本当に心か

らそう感じた一日でした （木村）

＜特集＞ パーキンソン病と認知症状①
最近物忘れする、理解したりこれまで出来ていたことが難しくなってきた、といった困り事はありませんか？

近年、パーキンソン病と認知症(記憶力・注意力・判断力・実行力などが低下した状態)には密接な関わりがあ

り、脳内で同様の変化があると分かってきました。パーキンソン病の方の平均約40％、有病期間が20年を超

えると実に約80％の方が何らかの認知症状を有するそうです。（※1年ルール・・・運動症状が先に出るとパー

キンソン病、運動症状より前か又は、運動症状がみられて１年以内に認知症状が現れるとレビー小体型認知症

と診断される）

また、今年4月のニュースにて、『ドーパミン不足がアルツハイマー病の記憶障害を引き起こす。既存のドー

パミン治療薬レボドパなどを用いることで、記憶障害の改善が図られる。』という研究結果が取り上げられて

います。訪問していると、様々な場面に出会います。片付けたいのに部屋が散らかってしまう、動けると思っ

て動いては転倒を繰り返す、会話していると話の筋がずれていってしまう、周囲に理解されず孤独感を抱えて

いてもうまく伝えられない、など。これらはご本人の認知機能の低下に加え、周りの人の対応や環境整備が不

十分であることも一因だと思われます。

認知症と聞いて不安が先立つかもしれません。ですが、一度に全てが失われるものではありません。小さな変

化の段階で気づき、適切な対応をとることで、これまでの日常を続けていくことも可能です。何かおかしいな

と感じたら身近な医療・介護従事者に是非相談してください。

介護者においては、ご本人の尊厳を守りつつ、症状や行動を理解して、認知力のさらなる低下を防ぐ取り組み

が大切です。どのような状態にある方でも、これまでの人生やそれぞれの思いがあり、周りに受け入れられ認

められることで、安心して自分らしくいられるのではないでしょうか。次号では、あけび創設者でありパーキ

ンソン病当事者である木村美貴子様に、ご自身の認知症状との向き合い方についてお話を伺います。

（東奥 みさか）

【お役立ち 情 報】

友の会練習日（時間）

8月は休みます

里では昼食後にオセロやカラオケ

をして皆さん楽しんでおられます。

これから暑い季節を迎えますので、

体調管理のためにも水分補給を

しっかり行いましょう。
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お知らせ


